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●クリチバ治安情報（邦人も利用する日系ホテルにおける強盗事件） 

 

１０月５日付当地ガゼッタ・ド・ポーヴォ紙は，クリチバ市セントロ地区に所在する

日系ホテルにおいて強盗事件が発生した旨報じています，概要を以下のとおりお知ら

せします。 

 

１０月３日午前０時５０分頃，拳銃を所持した強盗３人がクリチバ市セントロ地区ラ

メニャ・リンス通り沿いに所在するホテル・ブルー・ツリー・タワー・クリチバに押

し入った。一味は，ホテル職員及び宿泊客を拘束の上，宿泊客の所持品を強奪した後，

ホテルの売上金強奪を試みたが，通報を受けた軍警察が到着したため逃走した。現在

も逮捕されていない。なお今回の事件におけるホテル職員及び宿泊客に負傷者は無か

った。 

 

●クリチバ治安情報（当館至近におけるパラナ州連邦大学関係者による集会及びデモ

行進の発生） 
 

９月３０日，当館から至近公園（徒歩１分）にてパラナ連邦大学沿岸キャンパス（マ

チニョス市所在）の旗を持った者達が横断歩道を占拠し一時交通を妨げた後，サント

ス・アンドラデ公園でデモを行いました，下記の通り概要をお知らせします。 

 

１．デモ集会及び行進活動日時 

  ３０日 午後４時ごろ 

 

２．デモ集会及び行進場所 

  当館所在のテナントビルより徒歩１分のサントス・アンドラデ公園 

 

３．主催組織名及び参加者 

    パラナ連邦大学沿岸キャンパス（Universidade Federal do Parana Litoral - 

UFPR Litoral）  

 

４．参加者数 

    パラナ州連邦大学沿岸キャンパス関係者の男女延べ人数約３０名 
 

５．デモ目的 

  パラー州チング川で建設されるベロ・モンテ水力発電所（Ｈｉｄｒｅｌｅｔｒｉ

ｃａ ｄｅ Ｂｅｌｏ Ｍｏｎｔｅ）反対運動 

  

６．デモ形態 

  主催組織側：横断幕及び旗 


